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は じ め に 

 

平成 22 年度に北陸における地球温暖化対策（エネルギー対策・環境ビジネ

ス含む）を推進するため、北陸における地球温暖化対策を主とした環境保全

活動をおこなう市民団体等を調査し、関係する団体を把握した。しかし、今

後、異なるセクター間（市民・企業・行政・学術など）の交流を促進し、パ

ートナーシップ及びネットワークを構築することが求められている。 

そのため、本年度は北陸におけるステークホルダーとの連携により進めら

れている温暖化対策事例（エネルギー対策・環境ビジネス含む）を各県 1 事

例ずつ選出し、その活動内容、実施体制、今後の活動予定等をヒアリングす

るとともに、北陸における活動団体及び多様な関係セクターとの交流を目的

とした意見交換会を実施し、交流を促進した。 

この報告書は、上記の目的に基づき、特定非営利活動法人エコプランふく

いが環境省中部地方環境事務所より請負った「平成２３年度北陸における地

球温暖化対策関係セクター交流促進業務」の実施成果をとりまとめたもので

ある。 
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１．業務の概要 

 

（１）北陸における優良事例の現地調査及び意見交換会 

    ステークホルダーとの連携により進められている優良事例を各県 1 事

例ずつ選出し、その活動内容、実施体制、今後の活動予定等をヒアリン

グした。また、現地調査に併せて、当該県における活動団体を主対象と

した意見交換会を各県毎に実施し、北陸における地球温暖化対策等の推

進のためにどのようなネットワークやパートナーシップが必要とされて

いるのかをヒアリングした。 
 

・第１回調査・交流会（石川県） 

「ＮＰＯ法人『くくのち』に関する調査と北陸環境セミナー・交流会」

を平成 23 年 9 月 9 日に開催。 
  

・第２回調査・交流会（富山県） 

「でんき宇奈月プロジェクトに関する調査と交流会」を平成 22 年 11

月 11・12 日に開催。 
 

・第３回調査・交流会（福井県） 

「福井の木質バイオマス利用の調査と交流会」を平成 24 年 2 月 3・4

日に開催。 

 

（２）今後の取組について 

 上記交流会の開催を踏まえて、今後北陸地域における多様なセクターの

交流を推進するために必要なネットワーク、パートナーシップについて検

討を行った。 

 
開催日：平成 24 年 2 月 27 日 
開催場所：金沢市近江町交流プラザ 
開催概要：①今年度交流会のまとめについて 
     ②次年度移行の求められる取組について 

 
メンバー 
富山 環境教育ネットワークとやまエコひろば 代表 本田恭子 
石川 北陸大学 教授 三国千秋  
石川 石川県環境部地球温暖化対策室 次長 新広昭 
石川 北陸経済連合会 事務局長 吉村直樹 

 福井 NPO 法人エコプランふくい 事務局長 吉川守秋 
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２．北陸における温暖化対策事例の現地調査及び意見交換会開催報告 

 

・第１回調査・交流会（石川県） 

ＮＰＯ法人「くくのち」に関する調査と北陸環境セミナー・交流会 

 

 今年度実施した EPO 中部北陸交流会（金沢）は、「北陸環境セミナー・交流会」と題

して、開催された。今回は北陸環境共生会議（石川県・富山県・福井県・北陸経済連合

会）との共同開催ということになり、参加者は北陸地方の環境 NPO、行政関係者および

企業関係者、学識経験者と多様で、昨年より大幅に参加者数も増加した。これには、北

陸環境共生会議による呼びかけが大きな力となった。 

 

① 調査交流会の概要 

 開催日時：平成 23 年 9 月 9 日（金） 11：00～17：00 

開催地 ：第 1部 石川県金沢市東原 

     第 2 部 石川県金沢市 アパホテル金沢駅前 

主  催：北陸環境共生会議（石川県・富山県・福井県・北陸経済連合会） 

     中部地方環境事務所、中部環境パートナーシップオフィス北陸運営会

議  

 参加者数：第一部 42 名、第二部 64 名、第三部（懇親会）21 名 

目  的：北陸三県の環境・エネルギーに携わる関係者が事例発表・意見交換を

通じ相互理解を深め、人的ネットワークを形成することで相互の協働

による地域に根ざした環境ビジネスの創出や真に求められる行政支援

等を促進する。 

 

② 第一部 見学会 

第一部では、午前中（11：00～12：00）、 

NPO 法人「くくのち」の竹田裕治氏と小中 

真道氏の案内で、金沢市郊外の東原地区での 

「竹林整備による里山保全、および耕作作業 

地復元の取り組み」を視察した（人数が多い 

のでバスで移動）。 

 金沢近郊の里山でも、竹林の整備は大きな

課題となっている。以前は十分な人手があっ

たため、不要な竹の伐採や整備などで里山の

自然を維持していたわけだが、近年はその竹林が田んぼや畑、さらには山林にまで広が

り、田畑の耕作ができない、せっかく植林した若い木々に充分な日光が当たらない、以

前は農作業用の道路だったところが通行できないなど、さまざまな問題を抱えている。
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NPO 法人「くくのち」は地元の「水ばしょう会」と協働でこの竹林の整備を手掛けるこ

とになった。なお、NPO の名称である「くくのち」は、木の神様の名前だそうである。 

                     

 ＮＰＯ法人「くくのち」では、伐採した竹の

有効活用を目指して、現在は主に堆肥化の研

究・実践を行っている。東原地区のレストラン

「樫」から出る生ごみを「くんたん」と混ぜて

堆肥化し、これを畑に戻すことが行われている。 

今年は東原地区内にも「生ゴミコンポストを設

置し、この地域（戸数 40 戸）から出る生ごみを

堆肥にする予定である。また今年は、「金沢エ

コライフくらぶ」との協働事業として、金沢市内

の一般家庭から出る生ごみを段ボールコンポストで堆肥化したものを、東原の畑に戻

すことも行っている。この事業は、今年度の「金沢協働のまちづくりチャレンジ事業」

に採択された。 

東原地区では、地元の「水ばしょう会」を中心に、毎週日曜日、朝市が開かれており、

ここでは地域の農家の方々が作った新鮮な野菜を販売している。さらに今年度から、東

原の野菜は金沢市内のスーパーでも販売されることになり、朝市と並んでこちらの方も

好評とのことであった。ＮＰＯ「くくのち」の活動は、いわゆる高齢化した山間地の農

業に新しい風を送り届けることになった。このようなＮＰＯの取り組みは東原という地

域に根差してこそ持続性が保たれる。その意味では、地域住民との良い関係を築いてい

る点でも教えられることが多い。NPO 法人「くくのち」の活動は、第二部の基調講演で

も「里山資源を活用した地域づくり」というテーマで紹介された。 

 

③ 第二部 セミナー 

続いて、午後の第二部は場所を移動して、

金沢市内のアパホテルにて行われた。ホテル

の一室では、企業・ＮＰＯ・行政関係者が席

を同じくし、ぎっしりであった。 

金沢大学鈴木克徳先生の挨拶の後、前半で 

は、NPO 法人「くくのち」の報告に続いて、環 

境ビジネスの事例紹介として、小松電子（株） 

商品部の高村昌克氏による「地域の RECO 環境

循環システム」、明和工業（株）北野 滋 代表取締役による「環境事業～バイオマス

の活用」の報告があり、最後に、北陸電力（株）環境部の余川 学氏による「電気事業

者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」と題する講演が行われた。 

 今回の基調講演は、偶然にも、小松電子（株）の生ごみ処理機（リース用）も明和

生ゴミの堆肥化の機械装置を見学 
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工業（株）のバイオマス活用のいずれも、NPO 法人「くくのち」の活動と連携したもの

であった。その意味では、地域における人と人のつながりを改めて感じることができた。

このように NPO の活動が地域の企業や行政の取り組みと連携することで、さらなる技術

改良や技術革新に発展したり、北陸から全国に向けて発信できるものになることが望ま

れる。また、こうした企業やＮＰＯの取り組みを行政や市民が後押しすることになれば、

地域における環境の取り組みにも一層厚みが加わることになる。また、北陸電力の余川

氏からは、将来的な再生可能エネルギー買い取りについての政府の基本的な方針を分か

りやすく解説していただいた。 

 

 続いて第二部後半では、午前中の視察と午 

後の企業の方々による報告を受けて、参加者 

全員（６４名）で交流会ならびに意見交換を 

行った。今回は、参加者全員を小テーブルに

分 

けてグループ化したワールドカフェ方式を採

り、 

最初は「10 年後の環境活動、環境ビジネス」 

について、次いで「そのために自分たちは何

ができるか？」というテーマで話合い、最後にいくつかのグループから報告をしてもら

い、全体でグループでの話の内容を共有した。もちろん、時間的な制限もあり、充分な

話し合いには遠かったと思うが、各自がテーブルを二回移動し、その都度まずは自己紹

介や名刺交換を行い、各自の活動紹介もできたのではないかと思う。 

 今年は東日本大震災や福島での原子力発電所の事故もあり、エネルギーや省エネにつ

いての関心が高まっている。この交流会をきっかけに、エネルギーや食糧の「地産地消」

について、改めて考えるきっかけになったのではと感じられた。 

 

なお、第二回目の北陸環境セミナーは、11 月 11 日（金）13：00～、富山県黒部市宇

奈月温泉で開催の予定であり、宇奈月温泉では、地元の企業や旅館組合などが協力し、

住民主体による地域再生活動に取り組む中で、小水力発電を利用した電気自動車による

新しい地域交通を実現し、低炭素型の温泉観光地を目指す「でんき宇奈月プロジェクト」

の取組みが始まっていることを紹介する場として設定することを参加者の皆さんにお

伝えし、閉会した。 

 

最後に、金沢での北陸交流会の開催に、主催として加わっていただき、ご尽力頂いた

北陸環境共生会議事務局の吉村さん、奥沢さんをはじめ、パネラーになっていただいた

方々に、この場をお借りし、感謝の辞を記させていただく。 
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また、北陸環境共生会議による参加者アンケートより、継続開催希望者が 89％との

結果が得られているとのことであった。（以下の表参照） 

 

（参考）参加者アンケート結果 

 

 「参考になった」と答えた人の割合 

第一部 見学会 （n=28） 100％（28 名） 

第二部 セミナー（n=38） 90％（34 名） 

第二部 意見交換（n=38） 79％（30 名） 

 

 「希望する」と答えた人の割合 

見学会・セミナーの継続的な開

催 

（n=36）

89％（32 名） 
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・第２回調査・交流会（富山県） 

「でんき宇奈月プロジェクト」に関する調査と交流会 

 

第２回は、福井県の小水力発電について、小水力発電を利用した電気自動車による新

しい地域交通を実現し、低炭素型の温泉観光地を目指す「でんき宇奈月温泉プロジェク

ト」について調査し、意見交流会を開催した。 

 

①調査交流会の概要 

 開催日時：平成 23 年 11 月 11 日（金）13：00～18:00 

12 日（土）9：00～11：30 

開催地 ：富山県黒部市 宇奈月温泉「サン柳亭」 

主 催 ：中部地方環境事務所、中部環境パートナーシップオフィス北陸運営会

議  

共  催：北陸環境共生会議、アースデイとやま２０１１実行委員会 

参加者数：ＮＰＯ15 名、事業者７名、行政 11 名、学識経験者５名、合計 37 名 

 

□スケジュール 

構成 時間 概要 

＜第一部＞ 

見学会 

13：00 

～ 

16：00 

・ でんき宇奈月プロジェクトの概要説明 

 大橋聡司実行委員長（でんき宇奈月 proj） 

・ ＥＶ(電気自動車)の試乗 

・ 小水力発電好適地の視察および計画説明 

・ 黒部川における発電の技術と歴史探訪 

＜第二部＞ 

勉強会 

16：30 

～ 

18：00 

・ 小水力発電技術の解説 

 上坂博亨教授（富山国際大学） 

・ ＥＶによる新しい地域モビリティー 

・ 小水力発電とＥＶを組合せた持続可能なエネルギー

システムについて 

＜第三部＞ 

交流会 

19：00～ 懇親会・意見交換 

9:00～10:00 ・宇奈月ダム見学 

・情報資料館「大夢来館(だむこんかん)」見学 

翌日 

10:30～11:30 ・宮野用水小水力発電所見学 

  黒部市農林整備課 大藪勝志課長 

 

②第一部 見学会 

でんき宇奈月プロジェクトの概要説明 
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「サン柳亭」会議室において、「でんき

宇奈月プロジェクト」の大橋実行委員長か

らプロジェクターによる「でんき宇奈月プ

ロジェクトの活動について」の説明を受け

た。 

＜活動概要＞ 

 先進的な低炭素型観光地の形成に向け

て小水力発電をはじめとした再生可能エ

ネルギーと電気乗合自動車による公共交

通事業を試行し、電気を活用した新しいエコ温泉リゾートとして観光客誘致を促進

するとともに、地域の新規事業の創出を企画するプロジェクトとして平成 21 年に発

足した。電気自動車 100％の街として世界的に有名なスイスのツェルマットをまち

づくりのモデルとしている。 

ＥＶ・電動アシスト自転車・電動カートのレンタル事業を平成 22 年から開始。小

水力発電試験設備によるＥＶへの電気供給の実証実験および温泉熱を利用した温度

差発電実験を平成 22 年に実施。平成 23 年には電気乗合自動車「ＥＭＵ」をプロジ

ェクト支援機関と共同開発・製造した。車両販売等を行うＬＥＮＳ株式会社の設立

や展示試乗会の実施など、ＥＭＵの導入に向けて活動中。 

＜その他の活動＞ 

・低炭素型まちづくりへの理解促進を狙っ

た「観光まちづくり講演会」を地域住民

に向けて定期的に開催。 

・地元学生らによる電動アシスト自転車で

行く事ができる観光スポットの調査の実

施。 

・小水力発電事業に向けて候補地の調査、

データ収集の実施。 

・コンベンションの開催・招致（エコテクノロジーに関するアジア国際サミット、

全国小水力発電サミット）。 

・地域主体の小水力を核とした脱温暖化の社会形成を推進するため「黒部川流域小

水力発電推進会議」を設立。これまでに５回の会議を開催。 

・メディア連携支援事業によるＴＶ・新聞を通した情報発信。 

＜今後の活動＞ 

 エリア別（宇奈月地区・黒部奥山・新幹線黒部新駅周辺・黒部川扇状地）に、そ

のエリアに合った再生可能エネルギーの導入と活用を目指して、地域産業の育成、

ＥＶ関連産業クラスターの形成を行っていく。また、ＥＭＵが温泉街を自由に運行

できる規制緩和と再生可能エネルギーを地産地消できる規制緩和を行うＥＶ総合特
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区の認定を目指す。 

＜質疑応答および意見交換＞ 

・モデルとしているツェルマットでは住民の意思としてＥＶ100％の街への転換が決

められ、1961 年から徐々にＥＶが導入され始めた。 

・ＥＶの電力供給源として再生可能エネルギーのなかでも小水力を選択した理由は、

富山県ではかつて農作業の動力としてらせん水車が数多く利用されていたため住

民にとってなじみがあること、農業用水路が発達していること、降雨量・降雪量が

多く水が豊富であることなどが挙げられる。 

・プロジェクトの立ち上げ時に補助金を受けているが、その補助金は終了しており、

現在は他の補助金で活動を続けている。補助金に頼り過ぎているという指摘もある

が、地域に対して目に見える形で起爆剤となるような事を行わなければならないた

め、大きな資金が必要と考える。 

・地域の温泉熱を利用するにはペルチェ素子やバイナリー発電、スターリングエンジ

ン等があるが、ペルチェ素子を改良して効率を良くしたものを使う予定。また地熱

を使ったヒートポンプも考えている。 

 

黒部川電気記念館見学 

黒部峡谷鉄道宇奈月駅前の黒部川電気記念館に

移動し、黒部川電源開発の歩みと現在の黒部川水系

における関西電力のダム、発電所について館内係員

と富山国際大学教授上坂先生から説明を受けた。 

黒部川の源流から日本海までの流域の全容を縮

尺7,500分の 1の模型を使って説明。流路延長85km、

愛本までに合計 10 箇所の発電所がある。合わせて約 90 万 kW の発電を行っており、

原子力発電所 1基分と同等の発電が可能である。 

 

ＥＶ（電気自動車）レンタル事業など見学 

徒歩にて宇奈月温泉街の各地点に移動し、でんき宇奈

月プロジェクトの取組みを見学した。 

大高建設倉庫 

でんき宇奈月プロジェクトで開発したバッテリー着

脱式電気自動車、イベントで子どもたちと組み立て

たピコピカ小水力発電機などを見学した。ピコピカ

小水力発電機はキットとして約８万円で販売されて

おり、環境教育に有効であると高い関心が示された。

上掛け水車は現在設置場所がないことを聞き、見学

参加者から設置したいとの声があがった。 
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いっぷく処 

観光案内所「いっぷく処」にてＥＶ２台、電動アシスト自転車 20 台、および電動

カート 1 台の貸し出しを行っている。温泉宿泊者には割引制度がありプライオリテ

ィーを持たせている。当日は雨天のため実際に運転することは出来なかったが、Ｅ

Ｖはオープンカータイプで時速 60km まで出すことができ、かなりの爽快感を味わ

うことが出来るそうだ。 

ＥＶバスＥＭＵ 

延對寺荘駐車場にてＥＶバスＥＭＵを見学した。雨天のため駐車場内での前後走行

だけではあるが試乗も行った。最高時速 19km/h の 10 人乗りで、宇奈月温泉街を低

速で走る観光バスとして利用する事を目指している。乗り心地もよく好評だった。 

 

③第二部 勉強会 

再び会場であるサン柳亭に戻り、富山国際

大学上坂博亨教授から小水力発電技術とそ

の活用について講義を受けた。 

小水力発電は水路式の発電方式で、RPS 法

で新エネルギーとして認められている。技術

的には誰にでもできるものだが、現状では自

治体や土地改良区では開発が進んでいるも

のの、ＮＰＯや民間、個人レベルでは進んで

いない。小水力発電を阻む原因としては、法制度上の障害、地域技術力の消失、複雑

な利害関係および事業化基盤の未整備の４つが挙げられる。 

小水力発電導入にはまず規模、難易度、経済性などから妥当性のメドを付ける。総

工事費（初期投資）の回収年数が 20 年まで

ならば導入可能とする。発電規模と需要を

決め、また需要のタイプを考慮する。売電

は単価が安いため、自家消費（電力代替・

ガソリン代替）が有利である。水車の種類

には衝動水車（ペルトン水車、ターゴイン

パルス水車、クロスフロー水車）、反動水車

（フランシス水車、プロペラ水車（カプラ

ン水車））、重力水車（上掛け水車、下掛け

水車、らせん水車）があり、使用水量と落差から最適な水車を選定する。設置する場

所の地形、流水状況、既存施設の有無などを考慮する。短距離落差の取れる堰、滝、

砂防ダム、落差工などの利用も有効である。水利権の申請は発電の場合その規模にか

かわらず全て特定水利使用となり、取水地点の河川の種別によって処分権者が異なる

ため、許可手続きの難易度もそれに応じて大きく異なる……など、小水力発電の導入
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について詳細な説明があり、富山市の神通川市流域での導入事例の紹介もあって、非

常に参考になったとの声が聞かれた。 

また、黒部川扇状地には約 21,000kW の

小水力ポテンシャルがあり、小水力発電

が数 100 箇所にわたり建設可能である。

これを利用した扇状地の農村地帯全域を

カバーする小水力発電所群を形成すると

いう、今後の小水力エネルギーの利用モ

デルが紹介された。 

さらに、年間 300 箇所以上の小水力発

電所が設置されている（2006 年）という、ドイツにおける小水力発電所の事例を写

真と動画で紹介された。 

＜質疑応答および意見交換＞ 

・スライドの発電までの道のりでは触れられていないが、地域での合意形成はとて

も重要で事業の主体が誰になるのかという事が問題となる。主体として候補とな

るのは土地改良区、次いで自治体である。 

・利用料は以前は取水地点から上流にまで遡って必要だったが、現在は最初の分岐

点までの使用料を支払うだけで良くなった。 

・発電した電気を送電する場合、電気事業法で発電時で 30kV 以上の電気を土地の境

界を越えて送電することが電気事業者以外には認められていない。 

・構想として挙げられたバッテリーステーションは、田んぼの真ん中に設置するこ

とになり送電をどのように行うのかが問題で、電力会社に協力して貰えるよう事

業を一緒に行う等の提案をしていきたい。 

・地元の協力をどのようにして得るかも課題であり、村おこしとして取り組んでも

らえるように機運を盛り上げていくことが必要である。 

 

④宮野用水小水力発電所見学 

翌日、宇奈月ダムと情報資料館「大夢

来館」を見学した後、建設中の宮野用水

小水力発電所を見学し、黒部市農林整備

課の大藪課長より説明を受けた。 

 宮野用水発電所は、関西電力（株）愛

本発電所水槽から流れ落ちる宮野用水の

水圧管路の未利用落差を利用し、最大出

力 780kW の発電を行う。黒部市が行う初

の水力発電所で、平成 24 年 4 月の運転開

始を予定している。既設導管を利用しているため、概算事業費が 6億円と通常の水力
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発電所よりも安く抑えられている。 

 

 

 

 黒部川流域のみならず、北陸ひいては日本全体が、豊富な「水の国」である。参加者

それぞれの地域で小水力発電の可能性についてイメージし、今後の行動に向けた意欲を

秘めながら散会した。 

 

 

 



ecoplanf-6
テキストボックス
　　             ＜当日資料より＞





 19

・第３回調査・交流会（福井県） 

福井の木質バイオマス利用の調査と交流会 

 

第３回は、福井県の木質バイオマス利用

について、ＮＰＯと建築士、機械メーカー

等で、木質バイオマス（薪）を利用した給

湯・暖房ボイラー「マキキュート」を共同

開発し、普及活動をすすめている「福井発

マキキュート開発・普及コンソーシアム」

と若狭町バイオマスタウン構想について

調査し、意見交流会を開催した。 

 

① 調査交流会の概要 

 開催日時：平成 24 年２月３日（金） 13：30～18:00 

４日（土） 9：00～11：00 

開催地 ：福井県若狭町中央公民館 視聴覚室 

主  催：中部地方環境事務所、中部環境パートナーシップオフィス北陸運営会

議  

 共  催：北陸環境共生会議 

参加者数：ＮＰＯ７名、事業者 11 名、行政５名、学識経験者２名、合計 25 名 

  

□スケジュール 

構成 時間 概要 

＜第一部＞ 
見学会 

13：30 
～ 

14：30 

若狭町バイオマスタウン構想見学 
・雪のため見学が中止になり、バイオマスタウン構想、
三方中学校のペレットストーブ床暖房についてスライ
ドで紹介した。 

＜第二部＞ 
報告会 

14：30 
～ 

18：00 

福井発マキキュート開発普及コンソーシアムの説明 
・ コンソーシアムについて：松下照幸代表（森と暮らすど

んぐり倶楽部） 
・ マキキュートの開発：山口昌英（ＪＡＳＴＹ） 
・ 福井県木質バイオマス利用プラン：福井県県産材活用課
 
意見交換会 

＜第三部＞ 
交流会 

19：00 
～ 

懇親会・意見交換 
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翌日 9:00 
～ 

11:00 

マキキュート推進のＮＰＯ「森と暮らすどんぐり倶楽部」
見学（薪ボイラー、薪供給、環境教育） 

 

② 第一部 見学会 

２月３日当日は大雪のため、若狭町の小中学校が休校となり、また、若狭町役場職

員も除雪のため役所待機となったため、現場見学ができず、エコプランふくい事務局

とＪＡＳＴＹ山口社長からスライドと資料による説明となった。 

説明は、若狭町のバイオマスタウン構想の内容と三方中学校のエコ改修に伴うペレ

ットストーブ（ホールの床暖房にも使用）の導入状況についておこなった。 

 

③ 第二部 報告会 

報告「提言書（木質バイオマス利用プラン）：福井県」 

最初に福井県県産材活用課藤田氏から「提言書（木質バイオマス利用プラン）」の

説明を受けた。この木質バイオマス利用プランは、福井県木質バイオマス利用実態調

査の結果を受けて県内の木質バイオマス利用推進に向けた利用プランを提言するも

のである。 

第１案は、地域エネルギー自給システムとして、リタイアした自伐林家や地域住民

が協力して間伐し、端材などを薪にして地域のガソリンスタンドなどで販売するシス

テム。 

第２案は、木質バイオマス焚きボイラー転換プラン、第３案はバイオマスエネルギ

ーセンタープラン（マテリアル、サーマル利用の総合的なコーディネート）である。

以上の３案の実現に向けてすすめていることの報告があった。 

 

報告「マキキュートの開発」 

「福井発マキキュート開発・普及コンソーシアム」が開発した薪の給湯・暖房ボイ

ラー「マキキュート」の説明をＪＡＳＴＹ山口社長より受けた。 

最初は、薪のストーブを考えていたが補助金の関係でストーブの上に給湯器を載せ

てシャワーの給湯を行うものを開発した。次に、きちんとした給湯器を作るため、環

境省の補助事業を活用し、コンソーシアムを作って「マキキュート」を開発すること

になったとの経緯を説明していただいた。 

「マキキュート」は、１５０リッターの貯湯槽と燃焼室を一体としたボイラーで室

内置きとし、暖房にも利用できるように大きさとデザインを考えたものとなっている。

このようなタイプは、海外にはあるが国内にはない。薪１０ｋｇ以下で１５０リッタ
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ーのお湯が沸き、床暖房など利用に応じて対応できる構造になっている。また、自然

エネルギーを最大限利用するために「マキキュート」は、太陽熱温水器と併せたシス

テムの総称としている。春から秋は太陽熱温水器を利用して１年中利用できるように

し、１００万円程度になるように設計している。 

実際に使用してみると、暖房兼用の薪ボイラーは、給湯は沸いたら止めるし、暖房

は連続で使いたいということになり、そのバランスが取れるのかが大きな問題である

ことがわかった。 

 

報告「福井発マキキュート開発・普及コンソーシアムについて」 

どんぐり倶楽部の松下氏か

らは、マキキュートの構想、コ

ンソーシアムについて説明を

受けた。 

薪ストーブから薪の熱量は

すごいと思って、これをもっと

うまく使えないか、この熱を給

湯に使えないかと考えた。春か

ら秋は太陽熱を利用すればよ

いし、ペレットではあるが、薪

ではないことから山口さんといっしょに３年間検討した。木質バイオマスの活用は今

までいろいろと進められているが成功しているものはほとんどない。一般住宅向けに

小さくシステムを考える必要があると感じていたことを紹介された。 

薪は誰でも作れるし、これが広がれば薪産業ができるし、地域で資金が環流してく

れると考えられている。マキキュートとは何かというと、薪燃料ボイラーであり、春

から秋は太陽熱を利用する、エネルギーを自給できるシステムである。 

また、ローテクで、安く仕上げたいということから、デモ用のシステムを作って、

販売を意識してすすめたいと思っていることを紹介された。マキキュートを取り入れ

たモデルハウスを作って、使い方を提案し、地元美浜町の産業を原子力から木質バイ

オマスへ切り替えることを町へ政策提案することを考えているとのことであった。 

地域の工務店は売る力が弱いこともあり、マキキュートは大手ではできない。燃料

費は安いし、環境にもよいものとして売り込める可能性がある。 

また、初期費用については、ファイナンスを考えてゆくことも必要で、飯田市のお

ひさま進歩㈱のようにビジネスとなる可能性も示唆された。木材の価値を上げて、木
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を植えてゆくとなると、地域に小さな薪産業が生まれることも指摘された。 

本コンソーシアムは、福井県や建築士団体、ＪＡＳＴＹ、ＮＰＯと連携して開発・

普及させる組織として発足したことを報告いただいた。 

 

意見交換 

Ａ：私の市では森林が年間１億円育っている。真剣にやれば潤う産業になるのではな

いか、もう一つ踏み込んでやれないのか？ 

Ｂ：間伐材はタダだと思っている。いらないものもコストがかかっているからなかな

か産業にならない。 

Ｃ：「木は安い」という意識を変えたいが難しい。 

Ｄ：森は、地下水を貯めるし、酸素も出す。森の恵みに対して、費用を払ってくれな

い。 都市の受益者が負担してそれを森林保全等に使っていく水源税や森林税

を導入すべきである。また、使う発想が重要で、今まで使うことにお金を出し

てこなかったことが間違いで、需要をどう作り出すかということを政策の基本

に置くべきである。このような、議論をこちらから仕掛ける必要がある。 

Ｅ：ペレットでも問題になってきたが、薪も利用が広がれば、品質の安定（安定供給

と品質確保）が問題となってくる。 

Ｆ：小さなところへの補助の仕組みを環境省は考えて欲しい。バイオマスがすすむ動

機付けが出てこない。 

Ｇ：ファイナンスを考えると、市民から資金を集めることはできるので、補助金を頼

りにすることはどうか。 

Ｈ：補助金は、モデル事業や市場価格を下げるための最初の部分でしか付かなくなっ

ている。システムとセットで設備が入る事業を提案してもらえば可能性はある。 

 

２日目は、どんぐり倶楽部を見学し、森を産業にしていくことの経験を聞き、また、

製材所の工夫や薪ストーブに給湯器を取り付けたシャワー用給湯器を見学した。 

   



＜当日資料より＞ 

 



 



福井発マキキュートコンソーシアム 

事業名：地産地消の薪を利用したストーブ、ボイラーによるＣＯ２削減事業 

 

事業の内容及び事業計画 

１）事業目的と事業概要 

地域の薪を利用して薪ストーブや薪ボイラーを一般家庭の暖房や給湯に利用するシステムの効

果を検証し、福井県の実情に合った木質バイオマス給湯設備の普及を図ることによって、県内資

源の有効活用や二酸化炭素削減に寄与することを目的とする。 

 

２）実施場所 

県内のＮＰＯと建築士、機械メーカーが県内で共同開発し、実証試験を県内の一般家庭や小規模

事業者からモニターを募集して実施する。 

３）事業規模 

実証実験を一般家庭や小規模事業者から５件募集し、実証実験報告書を１０００部配布すること

によって次年度の本格普及につなげる。 

４）事業のすすめ方 

① 開発研究ワーキングチームによる開発と実証実験の検討 

使う立場、住宅を設計する立場、ボイラーの設計・製造の立場、ボイラーを普及する立場から

開発・実証実験・普及について検討する。 

② デモ機の製造 

ＮＰＯ、建築士、機械メーカーの共同で、小規模でも利用できる給湯・暖房用ボイラーのデモ

機を製造する。 

③ 実証実験モニターの募集 

一般家庭や小規模事業所での実証実験のた

めにモニターを、新聞広告や関係機関の協

力により募集する。ＣＯ２削減効果を実証す

る５件のモニターを募集する。 

④ モニター募集説明会(学習会)の開催 

木質バイオマス利用の給湯・暖房用ボイラ

ーの有効性を学ぶバイオマス学習会を兼ね

たモニター説明会を開催する。デモ機の実

演を行う。 

⑤ 実証実験の実施 

５件のモニターにおいて、温熱環境、エネ

ルギー消費状況（ＣＯ２排出状況）、快適性

等の実証データを取る。 

⑥ 実証実験のまとめ 

開発研究ワーキングチームにより、実証実

験の結果を取りまとめ、行政やマスコミを



通じて一般に公表する。 

⑦ 報告書の作成と配布 

実証実験の結果をもとに「マキキュート」のパンフレットを作成し、当システムを導入するた

めの説明資料として本格普及に役立てる。 

 

 

 

５）コンソーシアム役割分担 

 

 

 

 

ＮＰＯ 

 どんぐり倶楽部 

 森のエネルギーフォーラム 

開発事業者 

 ＪＵＳＴＹ 

 建築士 

行政他 

 福井県、若狭町 

 森林組合 

事務局 

福井県センター 

開発研究ワーキングチーム 

・モニターの募集 

・説明会の開催 

・報告書の配布 

・デモ機の開発・製造 

・実証実験の実施とまとめ 

・ 
・モニターの募集 

・報告書の作成と配布

・ｺﾝｿｰｼｱﾑ事務局 

・モニターの募集 

・情報提供 
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３．今後の取組について 

 

各県を担当した運営メンバーを中心として、今後北陸における地球温暖化対策等の推

進のためにどのようなネットワークやパートナーシップが必要とされているのかを議

論した。 

その結果、北陸・中部のみならず、日本全体を考えても、長野県飯田市の緑の分権の

取組などが進められており、再生可能エネルギーを地域で進めるためには、課題が大き

く２つ、明確となってきている。「安定的に供給できない可能性があるため、組み合わ

せてやること」と「ファイナンス、資金問題」である。 

過去の取組を考えると、個々の団体で課題や意識を持っていても、なかなかそれを共

有し、連携して動くためのスタートを生み出す場が用意されておらず、そのような場を

求める声は、多様なセクターいずれをみても高いことがうかがわれた。 

今後北陸においても上記のように課題を明確にし、そのコーディネート組織体を作っ

て、ファイナンス、プランニングを考える必要がある。北陸でも、特に行政といっしょ

に勉強し、行政も地域の一員として継続的に支援していく関係を創り、ＮＰＯも自立的

に事業化し、企業との連携を行い自分たちの地域を強くする目的を持って活動をしてい

くことを今後の交流のテーマとしたいことをまとめた。 

 



  

 

リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判

断の基準にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料［Ａランク］

のみを用いて作製しています。 




